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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

 

 本論文では，再生記憶成績を向上させるものとして注目されている目を閉じるという動作（閉眼）

が，再認記憶を向上させるかを検討した 2 つの認知心理学実験を報告している。第１章では，閉眼

が記憶成績を向上させるかを検討した先行研究を詳細にレビューし，関連する認知処理を紹介し，

先行研究からは明らかになっていない点を指摘した。第２章では，先行研究で検討がなされていな

かった無関連単語リストを用いた再認課題を行い，閉眼によって記憶成績が向上するかを検討した。

その結果，閉眼は記憶成績を向上させないという頑健な知見を得た。第３章では総合考察を行い，

閉眼が本研究でなぜ再認記憶を向上させなかったのかを考察し，関連する認知処理過程について考

察を行い，応用的側面から考察を行った。 

 以上のように本論文は，閉眼が再認記憶を促進するかについての詳細な実験的検討を行い，否定

的な結論を得た要因を考察するとともに長期記憶の処理過程について考察を深めたことから，優れ

た研究であると言える。よって，本論文は博士（心理学）の学位に値するものと認める。 


